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 本研究は，次に示す 6点の方法で行う。  
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(2) 論文の構成 
 
 序 章 研究の目的，意義と方法 
 第Ⅰ部 価格理論を組み込んだ小学校社会科内容構成論の構築 
  第Ⅰ章 小学校社会科授業における経済的な学習内容の課題とその改善の方向性 
  第Ⅱ章 価格理論を組み込んだ小学校社会科内容構成論 
 第Ⅱ部 価格理論を組み込んだ小学校社会科授業の開発 
  第Ⅲ章 利潤概念を組み込んだ小学校地域学習の開発 
  第Ⅳ章 リスク概念を組み込んだ小学校産業学習の開発 
  第Ⅴ章 需要・供給理論を組み込んだ小学校歴史学習の開発 
  第Ⅵ章 費用・便益理論を組み込んだ小学校公民学習の開発 
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 第Ⅵ章では，費用・便益理論を組み込んだ小学校公民学習を開発する。第１節では，費用・

























































































 苅谷剛彦は，原因－結果の関係を成立させる条件として，次の 3点をあげている。 
 
   ① 原因は結果よりも時間的に先行していなければならない（原因の時間的先行）。 
   ② 原因とみなされている現象も，結果とみなされている現象も，ともに変化しているのが確認  
できている（共変関係）。 
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２ 社会科授業における「社会事象の経済学的な説明」の定義と構造 























































































 ① 経済概念が，原因に組み込まれる。 
 ② 経済概念が，結果に組み込まれる。 

































10a あたり 33 万円（売上 60 万円－費用 27 万
円），たまねぎ作りのもうけは 10a あたり 13 万



















































































































































A B C 









質問：果物屋が，100 円でりんごを仕入れました。さて，この果物屋は，何円でお客さんにりんごを   
売るでしょう。A，B，Cの中から考えられる答えを一つ選びましょう。 
A，100円より安い値段（50円くらい） B，100円 C，100円より高い値段（150円くらい） 
第Ⅰ章 第１節 













科教育実践ハンドブック』明治図書 2011 p.30 
（２）船田次郎「歴史事象の因果関係を『説明』する中学校社会科歴史授業の開発－単元
『武士の台頭と武家政権の成立』における『説明モデル』の作成を通して－」社会系 






能率大学出版部 2004 p.63 
（６）森分孝治『社会科授業構成の理論と方法』明治図書 1978 p.91 
（７）寺田篤弘『道具としての社会学理論 』新泉社 1996 p.15 
（８）目的を欲望と捉え，原因－結果の関係に転化する方法については，次の文献を参照
した。 
   リチャード・S・ラドナー著 塩原勉訳『社会科学の哲学』1968 p.132 
（９）目的－手段－成果と捉え，原因－結果の関係に転化する方法については，次の文献
を参照した。 
   岩田一彦「産業学習の内容」岩田一彦編著『小学校産業学習の理論と授業』東京   
書籍 1991 p.75 
（10）米田豊「産業学習：人々の工夫や努力の科学化」全国社会科教育学会編『社会科   
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（12）条件－状況の問いのかたちについては，次の文献を参照した。 
   岡崎誠司「『説明』型社会科授業の特色と問題」岡﨑誠司編著『社会科授業 4タイプ
から仮説吟味学習へ－「主体的・対話的で深い学び」の実現－』風間書房 2018 
p.51 
（13）佐藤章浩「小学校社会科における経済概念の形成－第 3学年単元『スーパーマー  
ケットのひみつをさぐろう』を事例に－」全国社会科教育学会『社会科研究』第 73
号 2010 p.41 
（14）中村哲「概念学習」森分孝治 片上宗二編『社会科 重要用語 300の基礎知識』    
明治図書 2000 p.73 
（15）寺田篤弘『社会学の方法と理論』新泉社 1991 p.26 
（16）岩田一彦『社会科固有の授業理論 30の提言－総合的学習との関係を明確にする  
視点』明治図書 2001 p.80 
（17）利潤の内容については，次の文献を参照した。 
   「利潤」金森久雄 荒憲治郎 森口親司編『経済辞典 第 5版』有斐閣 2013 
p.1283 
（18）米田豊「『習得・活用・探究』の授業づくりと評価問題」米田豊編著『「習得・活用・
探究」の社会科授業＆評価問題プラン』明治図書 2011 p.11 
（19）岩田一彦「問い・知識の分析と授業設計」岩田一彦編著『小学校社会科の授業設計』




を目指して－」日本社会科教育学会『社会科教育研究』第 124号 2015 p.14 
（22）アンケートは，西宮市立名塩小学校第 4学年 A組を対象とし，2018年 4月 18日に
実施した。なお，質問内容については，次の論文を参照した。 
   麻柄啓一・小倉真由美「『お店のもうけ』概念の理解と教授」千葉大学教育学部附属
教育実践研究指導センター『千葉大学教育実践研究』第 3号 1996 p.13 
（23）呂光暁「『概念変化』を通して経済に関する素朴理論を科学的理論に転換させる試み
－単元『米の値段』（小学校第 5学年）を例として－」日本公民教育学会『公民教育
















編，平成 10 年版，平成 20 年版，平成 29 年版小学校学習指導要領解説社会編と，経済的
な学習内容を取り扱った小学校社会科先行授業である。 














平成 20 年版，平成 29 年版小学校学習指導要領解説社会編（以降：H10 年版解説編，H20
年版解説編，H29 年版解説編）の記述を分析するための視点を設定する。 
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【視点１】社会事象間の関係を，原因－結果，目的－手段，条件－状況で説明している   
記述の分析 
 社会科授業の説明には，原因－結果，目的－手段，条件－状況の 3 種類がある。H元年
版指導書や H10 年版，H20 年版，H29 年版の各解説編の記述から，次の 2 点を分析する。 
 






 社会事象の経済学的な説明には，経済概念が必要となる。経済概念とは，「経済学の研究  
成果が組み込まれた法則性をもつ内容」である。また，法則性とは，「社会事象間や概念間
に成立する関係」である。H 元年版指導書や H10 年版，H20 年版，H29 年版の各解説編
の記述から，次の 3 点を分析する。 
 
 ① 視点 1－②で分析された記述には，経済に関する用語とその内容が含まれているか。 
 ② ①で分析した経済に関する用語は，どのような法則性をもつのか(1)。 







経済に関する用語の意味は，辞典に示されている。そこで，次の 2 点の辞典を利用する。 
 
A 大阪市立大学経済研究所編『経済学辞典 第 3 版』岩波書店 1992 
B 金森久雄 荒憲治郎 森口親司編『経済辞典 第 5 版』有斐閣 2013 
 
 A は，経済学の分野で最も引用されている辞典のため採用した。また，B は見出し語の









①大阪市立大学経済研究所編『経済学辞典第 3 版』 














①大阪市立大学経済研究所編『経済学辞典第 3 版』 















が確定する。したがって，視点 3 の分析は行わない。 
 
【視点３】経済概念の説明（原因－結果，目的－手段，条件－状況）への組み込まれ方 
  経済概念の説明への組み込まれ方には，次の 3 パターンがある。 
 





の記述から，次の 1 点を分析する。 
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さらに，H 元年版指導書や H10 年版，H20 年版，H29 年版の各解説編から，分析対象
の記述を選定する条件について補足する。分析対象は，視点 1－①の分析において原因－














 ② 視点 2 の分析により，経済概念（経済学の研究成果が組み込まれた法則性をもつ  
内容）が，分析対象の記述に組み込まれていると判断できる。 
 
 ③ 視点 3 の分析により，経済概念の説明への組み込まれ方が，次の 3 パターンのいずれ
かに該当していることが確認できる。 
 
   A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
   B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
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【分析対象】［                ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 












①大阪市立大学経済研究所編『経済学辞典第 3 版』 














□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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（３）分析結果の整理と考察 































































- 24 - 
 
表Ⅰ－２－２ H10年版解説編の分析結果 

















目的－手段 資源 ×  × 
3 水産資源の保護，育成を図るために
栽培漁業などに取り組んでいる 
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表Ⅰ－２－３ H20年版解説編の分析結果 
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表Ⅰ－２－４ H29年版解説編の分析結果 























目的－手段 輸送   × 
3 持続可能な漁業を目指し水産資源を
保護している。 
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 以上の分析結果から明らかとなった事実を，1～3 の視点ごとに整理して示す。 
 
【視点１】社会事象間の関係を，原因－結果，目的－手段，条件－状況で説明している   
記述の分析 
 視点 1 の分析から，次の 3 点が明らかとなった。 
 
① 社会事象間の関係を原因－結果の関係で説明している記述は，10 / 28 事例であった。  
② 社会事象間の関係を目的－手段の関係で説明している記述は，18 / 28 事例であった。 




視点 2 の分析から，次の 2 点が明らかとなった。 
 
① 経済概念（経済学の研究成果が組み込まれた法則性をもつ内容）が示された記述は，  





  視点 3 の分析から，次の 4 点が明らかとなった。 
 
① 経済概念が原因（目的，条件）に組み込まれているものは，1 / 28 事例であった。経済
概念の種類は，工業である。 
② 経済概念が結果（手段，状況）に組み込まれているものは，1 / 28 事例であった。経済
概念の種類は，情報ネットワークである。 
③ 経済概念が原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれているものは，
3 / 28 事例であった。経済概念の種類は，3 事例すべて公害である。 
④ 経済概念が原因（目的，条件）にも結果（手段，状況）にも組み込まれていないものは，
1 / 28 事例であった。経済概念の種類は，宣伝である。 
 
 そして，社会事象を経済学的に説明していると判定された記述は，5 / 28 事例であった。
取り扱われている経済概念は，工業，公害，情報ネットワークである。 
 上記の，表Ⅰ－２－１から表Ⅰ－２－４の分析結果には，経済学の重要概念であり，H
元年版指導書，H10 年版，H20 年版，H29 年版の各解説編にも示されている売上（収益），
第Ⅰ章 第２節 
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費用，価格，需要，供給が取り扱われていない(3)。なぜなら，先に述べた条件を満たして
おらず，分析対象とならなかったためである。分析対象の選定条件は，次の 2 点であった。 
 
 ① 社会事象間を原因－結果，目的－手段，条件－状況いずれかの関係で説明している。 






















1 H20 年版解説編 









2 H29 年版解説編 






3 H29 年版解説編 










4 H29 年版解説編 








5 H29 年版解説編 
































1 H 元年版指導書 







2 H 元年版指導書 









3 H10 年版解説編 









4 H20 年版解説編 






5 H20 年版解説編 















6 H20 年版解説編 

































7 H20 年版解説編 










8 H29 年版解説編 
p.78 第 5 学年 
内容(2)－イ－(ｲ) 





9 H29 年版解説編 








10 H29 年版解説編 












11 H29 年版解説編 












12 H29 年版解説編 


































1 H 元年版指導書 











2 H 元年版指導書 







3 H 元年版指導書 









4 H 元年版指導書 









5 H10 年版解説編 










6 H20 年版解説編 









7 H20 年版解説編 






8 H20 年版解説編 

































8 H20 年版解説編 
















9 H29 年版解説編 










10 H29 年版解説編 
p.78 第 5 学年 
内容(2)－イ－(ｲ) 





11 H29 年版解説編 








12 H29 年版解説編 












13 H29 年版解説編 


















14 H29 年版解説編 
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 No.1，No.2，No.3，No.4，No.5，No.6，No.7，No.9，No.10，No.11，No.14 は，価格

























1 H 元年版指導書 







2 H 元年版指導書 






3 H 元年版指導書 









4 H10 年版解説編 







5 H10 年版解説編 























6 H10 年版解説編 













7 H10 年版解説編 







8 H20 年版解説編 






9 H20 年版解説編 







10 H20 年版解説編 











11 H29 年版解説編 










12 H29 年版解説編 








13 H29 年版解説編 























14 H29 年版解説編 







15 H29 年版解説編 










16 H29 年版解説編 




























1 H 元年版指導書 







2 H 元年版指導書 






3 H10 年版解説編 

























4 H10 年版解説編 







5 H10 年版解説編 







6 H10 年版解説編 








7 H10 年版解説編 







8 H20 年版解説編 











9 H20 年版解説編 








10 H20 年版解説編 







11 H20 年版解説編 








12 H20 年版解説編 
























13 H29 年版解説編 
pp.41-42 第 3 学年 
内容(3)－ア－(ｱ)の解説 
（前略：松浪）近隣の消防署や警察署，市役所や






14 H29 年版解説編 










15 H29 年版解説編 
p.53 第 4 学年 
内容(2)－ア－(ｱ) 





16 H29 年版解説編 







17 H29 年版解説編 












18 H29 年版解説編 











19 H29 年版解説編 
























20 H29 年版解説編 










21 H29 年版解説編 






22 H29 年版解説編 







23 H29 年版解説編 

















用語 事例数 内容の有無「○」 内容の有無「△」 内容の有無「×」 
売上（収益） 5 事例 0 / 5 事例 1 / 5 事例 4 / 5 事例 
費用 12 事例 1 / 12 事例 3 / 12 事例 8 / 12 事例 
価格 14 事例 3 / 14 事例 1 / 14 事例 10 / 14 事例 
需要 16 事例 0 / 16 事例 0 / 16 事例 16 / 16 事例 
供給 23 事例 0 / 23 事例 0 / 23 事例 23 / 23 事例 
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 ① 用語のみで内容が示されていない記述は，61 / 70 事例であった。 
 ② 内容が示されている記述は，9 / 70 事例であった。しかし，用語の意味については，
1 事例も示されていなかった。 




 また，需要，供給が示された記述は全 49 事例あった。しかし，そのうち 1 事例も内容






H 元年版指導書，H10 年版，H20 年版，H29 年版の各解説編から，「社会事象間を原因
－結果，目的－手段，条件－状況いずれかの関係で説明している。」「経済に関する用語と





た記述は，わずか 5 / 28 事例である。したがって，H元年版指導書，H10 年版，H20 年版，
H29年版の各解説編については，社会事象の経済学的な説明を意図して作成されていないと
判断できる。 
また，H 元年版指導書，H10 年版，H20 年版，H29 年版の各解説編には，経済に関する
用語が多数確認できた。その中から，経済学の重要概念である売上（収益），費用，価格，
需要，供給に焦点化し，内容の有無を分析した。その結果，用語のみで内容が示されて  
































【視点１】社会事象間の関係を，原因－結果，目的－手段，条件－状況で説明している   
学習課題とその解の分析 
小学校社会科先行授業における学習課題とその解の内容から，次の 2 点を分析する。 
 




















 ② ①で分析した経済に関する用語は，どのような法則性をもつのか(10)。 







そこで，指導書及び解説編の分析と同様，次の 2 点の辞典を利用する。 
 
A 大阪市立大学経済研究所編『経済学辞典 第 3 版』岩波書店 1992 




れないことが確定する。したがって，視点 3 の分析は行わない。 
 
【視点３】経済概念の説明（原因－結果，目的－手段，条件－状況）への組み込まれ方 
  経済概念の説明への組み込まれ方には，次の 3 パターンがある。 
 





次の 1 点を分析する。 
 














 ① 視点 1 の分析により，小学校社会科先行授業における学習課題とその解から，原因
－結果，目的－手段，条件－状況いずれかの関係が確認できる。 
 
 ② 視点 2 の分析により，経済概念（経済学の研究成果が組み込まれた法則性をもつ  
内容）が，分析対象の学習課題とその解に含まれていると判断できる。 
 
 ③ 視点 3 の分析により，経済概念の説明への組み込まれ方が，次の 3 パターンのいずれ
かに該当していることが確認できる。 
 
   A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
   B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
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【分析対象】第［ ］学年     形式［□ 学習指導案 □教授書 □ 授業記録］ 
















①大阪市立大学経済研究所編『経済学辞典第 3 版』 














□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 









































1989 年（平成元年）から 2019 年（令和元年）の 30 年間に発行されたものとした。 
 
表Ⅰ－２－11 調査の対象 
編集・発行学会名 雑誌名 号数 総論文本数 
全国社会科教育学会 社会科研究 第 37 号～第 90 号 390 本 
全国社会科教育学会 社会科教育論叢 第 36 号～第 50 号 212 本 
日本社会科教育学会 社会科教育研究 第 60 号～第 136 号 465 本 
社会系教科教育学会 社会系教科教育学研究 第 1 号～第 30 号 408 本 
日本公民教育学会 公民教育研究 第 1 号～第 26 号 145 本 
合計  202 冊 1620 本 
 
 上記の学会誌から，分析対象とする小学校社会科先行授業を選定する。選定条件は，次
の 4 点である。 
 
 ① 校種が小学校のもの。 
 ② 本時の展開が示されているもの。 
 ③ 学習課題とその解に，原因－結果，目的－手段，条件－状況いずれかの関係が確認  
できるもの。 
 ④ 学習課題とその解に，経済に関する用語とその内容が示されているもの。 
 









形成」全国社会科教育学会『社会科研究』第 37 号 
1989 pp.92-102 
2 トヨタ生産方式の秘密 小山直樹 小山直樹「小学校社会科概念探求学習の創造－『ト
ヨタ生産方式の秘密』学習と『クロネコヤマト宅急
便快進撃の秘密』学習を中心に－」全国社会科教育
学会『社会科研究』第 39 号 1991 pp.39-55 
第Ⅰ章 第２節 
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菜をつくる－』の場合－」全国社会科教育学会   
『社会科研究』第 58 号 2003 pp.41-50 
8 平城京と奈良の大仏 岡﨑誠司 岡﨑誠司「小学校歴史学習における『仮説吟味学習』
－第 6 学年単元『平城京と奈良の大仏』の場合－」
全国社会科教育学会『社会科研究』第 67 号 2007 
pp.11-20 
9 どうする!? 鹿児島のごみ処理 吉元輝幸 吉元輝幸「小学校社会科における社会的判断力の育
成－社会機能の批判的考察を手がかりとして－」 







究』第 73 号 2010 pp.41-50 
11 黒鯛いっタイどうなるの!? 新谷和幸 新谷和幸「小学校社会科における『概念カテゴリー
化学習』の授業構成－概念の名辞とカテゴリー化の
手法に着目して－」全国社会科教育学会『社会科研
究』第 80 号 2014 pp.57-68 
12 日本の国土の広がりと領土 松岡靖 松岡靖「学習指導要領に依存した社会科授業からの
改善方略－学習者の『状況』に着目した教科書メデ
ィアを相対化する授業改善を通して－」全国社会科

















『社会科論叢』第 46 号 2007 pp.10-15 
第Ⅰ章 第２節 
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全国社会科教育学会『社会科教育論叢』第 46 号 
2007 pp.16-21 
21 商店のある町－空き店舗問題－ 岡﨑誠司 岡﨑誠司「社会変動の視点を重視した小学校地域学
習の単元開発－第 3 学年単元『商店のある町－空き
店舗問題－』の場合－」日本社会科教育学会『社会
科教育研究』第 88 号 2002 pp.15-28 
22 観光産業 佐藤克士 佐藤克士「観光研究の成果を組み込んだ「社会科観
光」の授業開発とその評価－小学校第 5 学年産業学
習－『観光産業』を題材にして－」日本社会科教育













号 1991 pp.15-20 
25 各地のくらし単元－沖縄－ 岡本昌浩 岡本昌浩「開発と保全の接点を探る地域経済学習－
第 4 学年『開発単元』『各地のくらし単元』を例に
－」社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』





育学会『社会系教科教育学研究』第 16 号 2004 
pp.37-44 






















『社会系教科教育学研究』第 21 号 2009 pp.1-10 
第Ⅰ章 第２節 
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会系教科教育学研究』第 22 号 2010 pp.101-110 
33 自動車を作る工業 埴岡靖司 埴岡靖司「『マルチ・スケール』アプローチによる
小学校社会科学習－小学校第 5 学年『工業のある  
場所と広がり－自動車工業－』の内容開発」社会系
教科教育学会『社会系教科教育学研究』第 23 号 
2011 pp.11-20 
34 地域の特産物 小田浩平 小田浩平「情意的立場から合理的立場への『視点』
の転換による概念の獲得－小学校第 3学年『地域の
特産物』を事例にして－」社会系教科教育学会  






『社会系教科教育学研究』第 26 号 2014 pp.71-80 
37 工業生産と貿易 岡﨑誠司 岡﨑誠司「『グローバル化する社会』の理論獲得を
めざす仮説吟味学習の単元開発－小学校社会科第 5
学年単元『工業生産と貿易』の場合－」社会系教科
教育学会『社会系教科教育学研究』第 27 号 2015 
pp.41-50 
38 気候の特色を生かした農業 佐々木豊 佐々木豊「概念装置獲得の過程を組み込んだ小学校
社会科の授業開発－第 5学年『気候の特色を生かし
た農業』を事例として－」社会系教科教育学会    






科授業開発－第 3 学年地域学習 単元『梨農家で働
く人 （々築西市関城地区）』の場合－」社会系教科教
































































































































































































































































地価 ×  × 
 
第Ⅰ章 第２節 


































































































































































































































































【視点１】社会事象間の関係を，原因－結果，目的－手段，条件－状況で説明している   
学習課題とその解の分析 
視点 1 の分析から，次の 3 点が明らかとなった。 
 
① 社会事象間の関係を原因－結果の関係で説明している記述は，32 / 42 事例であった。  
② 社会事象間の関係を目的－手段の関係で説明している記述は，9 / 42 事例であった。 




視点 2 の分析から，次の 2 点が明らかとなった。 
 
① 経済概念（経済学の研究成果が組み込まれた法則性をもつ内容）が示された記述は，  
36 / 42 事例であった。 
② 取り扱われている経済概念は，立地論，利潤，費用，貨幣，コストプラス方式，収益（売
上），ロス・リーダー，集落営農，ブランド商品，需要，宣伝，リスク（危険），供給，




視点 3 の分析から，次の 4 点が明らかとなった。 
 
① 経済概念が原因（目的，条件）に組み込まれているものは，5 / 42 事例であった。経済
概念の種類は，コストプラス方式，収益（売上），需要・供給の法則，広告収入である。 
② 経済概念が結果（手段，状況）に組み込まれているものは，0 / 42 事例であった。 
③ 経済概念が原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれているものは，
5 / 42 事例であった。経済概念の種類は，立地論，ロス・リーダー，費用である。 
④ 経済概念が原因（目的，条件）にも結果（手段，状況）にも組み込まれていないものは，
26 / 42 事例であった。経済概念の種類は，利潤，費用，需要，貨幣，集落営農，ブラ
ンド商品，宣伝，リスク（危険），供給，需要・供給の法則，収益（売上），6 次産業化
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 そして，社会事象を経済学的に説明していると判定された記述は，10 / 42 事例であった。
取り扱われている経済概念は，立地論，コストプラス方式，収益（売上），ロス・リーダー，
需要・供給の法則，費用，広告収入である。 
本節第１項では，経済学の重要概念であり，H 元年版指導書，H10 年版，H20 年版，
H29 年版の各解説編にも示されている売上（収益），費用，価格，需要，供給に焦点化した




















授業は，42 事例である。この数値は，調査対象の論文が 1620 本であることを考慮すると，
きわめて少ない。そして，フレームワークによる分析の結果，社会事象を経済学的に説明  






 売上（収益），費用，価格，需要，供給の 5 点については，内容が示された小学校社会
科先行授業が合計 30 事例抽出された。この数値は，調査対象の論文が 1620 本であること
第Ⅰ章 第２節 



















（４）「収益」金森久雄 荒憲治郎 森口親司編『経済辞典第 5 版』有斐閣 2013.12   
p.572 
（５）「費用」金森久雄 荒憲治郎 森口親司編『経済辞典第 5 版』有斐閣 2013.12  
p.1064 
（６）「価格」金森久雄 荒憲治郎 森口親司編『経済辞典第 5 版』有斐閣 2013.12   
p.129 
（７）「需要」金森久雄 荒憲治郎 森口親司編『経済辞典第 5 版』有斐閣 2013.12   
p.595 
（８）「供給」金森久雄 荒憲治郎 森口親司編『経済辞典第 5 版』有斐閣 2013.12   
p.236 
（９）ここでの「達成目標」とは，達成度が評価できるよう内容が明確化された目標を   
意味する。 














（14）本研究では，平成元年版小学校指導書社会編，平成 10 年版，平成 20 年版，平成
29 年版小学校学習指導要領解説社会編と，経済的な学習内容を取り扱った小学校社
会科先行授業を分析対象とした。しかし，小学校社会科教科書は，分析していない。
理由は，次の 2 点である。 


































 ① 平成元年版小学校指導書社会編，平成 10 年版，平成 20 年版，平成 29 年版小学校  
学習指導要領解説社会編の分析と考察 












 ① 指導書及び解説編計 4 冊のうち，社会事象を経済学的に説明していると判定できた
記述は，わずか 5事例である。したがって，H元年版指導書，H10年版，H20年版，
H29年版の各解説編は，社会事象の経済学的な説明を意図して作成されていない。 
 ② 経済学の重要概念であり，指導書及び解説編計 4冊にも示されている売上（収益），







 ③ 調査対象の論文 1620本のうち，社会事象を経済学的に説明していると判定できた小
学校社会科先行授業は，わずか 10事例である。小学校指導書社会編及び小学校学習
指導要領解説社会編の分析結果と同じく，きわめて低い水準といえる。 
 ④ 売上（収益），費用，価格，需要，供給の 5点の内容が示された小学校社会科先行授業
は，調査対象の論文 1620本のうち，わずか 30事例である。 
 
第Ⅰ章 第３節 
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 まずは，社会事象の経済学的な説明に関する課題①と③について論じる。課題①と③の








年版の各解説編の記述には，上記の 5 点の内容が示されていないことが分かる。また，  
課題④の内容から，小学校先行授業においても，売上（収益），費用，価格，需要，供給の
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２ 本研究の意義 














































































































計画の例を示す。なお，分析を単純化するため，財は xと yの 2種類であると仮定する。 
第Ⅱ章 第１節 




















また，点 D を通る無差別曲線 U1は，点 A を通る無差別曲線 U2よりも内側（左下方）に
























































線である。点 A，点 B，点 Cは，価格が p1，p2，p3におけるそれぞれの最適な消費の組み
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費用最小の組み合わせの例を示す。なお，分析を単純化するため，財は xと yの 2種類で
あると仮定する。また，生産要素 z1と z2の価格を w1，w2とする。生産要素の価格を設定
第Ⅱ章 第１節 
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することで，家計行動の理論において論じた予算制約線と同じく，一定の費用で購入でき



















曲線 A，Bは等産出量曲線である。曲線 Aは，xを 100単位生産するときの等産出量曲線
とする。この曲線上で，費用が最小の組み合わせが点 C であることは，図から明らかで  
ある。点 Dや点 Eの組み合わせも，xを 100単位生産できる。しかし，それらの点を通る
























































 ① 総費用（可変費用＋固定費用）   ② 平均可変費用（可変費用÷産出量） 


































なる。点 Aにおける平均費用は，「総費用 c1÷産出量 x1」で求められる。すなわち，原点
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 図Ⅱ－１－７の三つの費用曲線の特徴は，次に示す 3点である。 
 
① 3 曲線とも U 字型である。限界費用が当初逓減し，その後増加する場合にはいつも
このような形状となる。 
 ② 平均費用曲線は，最小となる点 Bで限界費用曲線と交差する。 

























用が一致する Aでの生産量 x1となる。生産量を x1から x2に増加させると，収入は P1×（x2
－x1）だけ増加する。それに対し費用は，限界費用曲線 AC 部分の下側面積分増加する。
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減少する。したがって，価格と限界費用が一致する点 A が，利潤を最大にする点となる  
ことは明らかである。すなわち，利潤の最大化を目的とする競争的企業は，市場の価格と
限界費用が一致する点で生産量を決定している。 
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ニール・J・スメルサー（Neil Joseph Smelser）は，経済社会学の立場から，経済的    
合理性について次のように述べている。 
 



































































































（１）予算制約線の背後には，予算制約式が存在する。財を x と y の 2 種類と仮定し，x
の価格を p，y の価格を q とし，所得を m（x と y の購入に利用可能な貨幣額）と
すれば，「px ＋ qy = m」という予算制約式が成り立つ。つまり，家計は予算制約
式を満たす範囲で x財と y財を購入できることとなる。また，予算制約線は，予算
制約式を満たす x財と y財の最も大きい組み合わせを，直線で結んだものである。 
（２）図Ⅱ－１－１の作成にあたっては，次の文献を参照した。 
   倉澤資成『入門｜価格理論 第 2版』日本評論社 1988 p.51 
（３）図Ⅱ－１－２の作成にあたっては，次の文献を参照した。 


































一試論」横浜商科大学学術研究会『横浜商大論集』第 24巻 第 1号 1990 p.82 
（12）「稀少性」金森久雄 荒憲治郎 森口親司編『経済辞典第 5版』有斐閣 2013 p.217 
（13）ニール・J・スメルサー著 加藤昭二訳『経済社会学』至誠堂 1967 pp.41-42 
（14）前掲（13）pp.41-42 
（15）魚住忠久「21世紀グローバル時代に問われる経済リテラシー」魚住忠久 山根栄次   





































































































































































































   ② 生徒が日頃抱いていると思われる興味・関心・疑問や意見を授業に生かす。 
第Ⅱ章 第２節 
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   1 既習事項との矛盾を認識させる方法  
2 事象間の矛盾を認識させる方法 
   3 新しい知識の習得による知的好奇心に訴える方法 
   4 子どもの生活経験と関連させて学習問題をとらえさせる方法 
 


































































































































































































































































（１）波多野完治 滝沢武久『子どものものの考え方』岩波新書 1963 p.49 
（２）森本直人「第 4章 4．教材・教具」社会認識教育学会編『改訂新版 初等社会科教





（４）子安潤「教材」恒吉宏典 深澤広明編『授業研究 重要用語 300の基礎知識』明治
図書 1999 p.152 
（５）前掲（２）p.39 
（６）茂木喬「『身近で具体的な事柄を通しての経済学習』の指導のねらいと配慮事項」  
茂木喬編著『身近で具体的な事柄を通しての経済学習』明治図書 1993 pp.9-10 
（７）中元順一「『身近で具体的な事柄を通しての経済学習』の指導の基本ポイント」茂木
喬編著『身近で具体的な事柄を通しての経済学習』明治図書 1993 p.17 
（８）前掲（７）pp.18-19 
（９）木原擴茂「小学校社会科教材開発の条件－児童の思考パターンを中心に－」全国社会
科教育学会『社会科研究』第 37号 1989 p.106 
（10）關浩和「社会科授業における教材構成論の位置と意義－『視点取得』の方法を手が
かりにして－」全国社会科教育学会『社会科研究』第 50号 1999 p.181 
（11）岩田一彦「第Ⅰ章 授業設計の理論 (6) 学習指導案の設計」岩田一彦編著『小学校 
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（14）岩田一彦「第Ⅰ章 産業学習の理論 6産業学習の内容」岩田一彦編著『小学校産業
学習の理論の授業』東京書籍 1991 p.71 
（15）総務省統計局ホームページ「なるほど統計学園高等部」 
〔https://www.stat.go.jp/koukou/howto/process/graph/graph3.html 2019.8.6  
最終閲覧〕 
（16）福岡敏行「コンセプトマッピングとはどんなものか？」福岡敏行編著『コンセプト  


















































 (3) 利潤概念を組み込んだ小学校社会科授業における検証資料の作成 





























的な学習内容の課題」でも分析したように，現行の平成 20 年版や令和 2 年度完全実施の
平成 29 年版小学校学習指導要領［社会］及びそれらの解説編では，経済と関連のある内容
が示されている。主なものとして，第 3学年の「地域の生産や販売」，第 4学年の「県の産
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【学習課題の解】 
兵庫県南あわじ市では，レタス作りのもうけは 10a あたり 33 万円（売上 60 万円






















































兵庫県南あわじ市では，レタス作りのもうけは 10a あたり 33 万円（売上 60 万円



































































































































































































種類 解説 関連する条件 
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① 小学校段階の子どもが理解できる日常用語の使用 










No リスクの種類 No リスクの種類 
1 自然災害のリスク 8 放射線のリスク 
2 都市災害のリスク 9 廃棄物リスク 
3 労働災害のリスク 10 高度技術リスク 
4 食品添加物と医薬品のリスク 11 グローバルリスク 
5 環境リスク 12 社会経済活動に伴うリスク 






















































































 A はナスの市場価格に関する解，B は農業リスク（低温のリスク）に関する解である。
これらの解を導き出すために，検証資料の内容を構成する。 









ナス 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 
（円） 463 484 447 392 385 358 379 259 426 360 353 479 
（卸売価格 全国平均） 









































































































1月…463円/1kg 7月 …379円 
2月…484円   8月 …259円 
3月…447円   9月 …426円 
4月…392円   10月…360円 
5月…385円   11月…353円 































































































1月…463円/1kg 7月 …379円 
2月…484円   8月 …259円 
3月…447円   9月 …426円 
4月…392円   10月…360円 
5月…385円   11月…353円 
6月…358円   12月…479円 
↓ 
第Ⅱ章 第３節 


























    (2) 市場には多数の小規模な需要主体（買手）と供給主体（売手）が参加している。 
    (3) 市場における価格，財の性質，各主体の行動に関する情報は，完全に市場参加者に行き渡っている。 
























図Ⅱ－３－11 市場価格と需給量の決定  
 
価格が P1のとき，D1から S1の超過供給がおこる。供給量が多く需要量が少ない状態の
ため，供給主体間の競争が発生し，価格は下落する。やがて，超過供給が 0 になる価格   
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縦軸にりんごの価格，横軸にりんごの需要量，供給量をとる。P*は均衡価格，Q*は均衡








































仲村 哲郎 ・農村から都市への人口集中や労働者の増加 ・内地産米と外米輸入の減少 
・シベリア出兵を見越した大商人の米の買い占め 
成田 龍一 ・夏場の端境期のため米が品薄 ・シベリア出兵による米の買い占めと売り惜しみ 

































































需要曲線が DDから D* D*へとシフトすることで，供給曲線 SSとの交点が変化する。
したがって，米価は上昇する。 
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Q* 


















































































































円／石 19.76 19.87 15.16 12.6 13.44 19.18 28.34 38.49 34.95 31.31 32.11 31.76 
（全国平均） 
図Ⅱ－３－18 １石あたりの米価の推移 (31) 
 
 1917年（大正 6年）の段階では，19.18 円だった米価が急上昇し，1919年（大正 6年）
には 38.49 円となっている。つまり，わずか 3 年間で米価は 2 倍以上に急上昇している。
しかし，図Ⅱ－３－18を，単に示すだけでは，すべての子どもが知的好奇心を刺激される
とは限らない。そこで，折れ線グラフの見せ方にも，工夫が必要となる。 
 具体的な方法として，はじめは折れ線グラフ全体を隠しておく。そして，第 1 段階は，
1906年（明治 39）～1916年（大正 5年）までの米価の推移を，折れ線グラフ左端から順
に，ゆっくりと提示する。教室にあるテレビの画面と，プレゼンテーションソフトの機能





















1912 1913 1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920 1921 1922 1923 
大正時代 米の値段のうつりかわり （円／石） 
第Ⅱ章 第３節 



















































































































































































































































































































おける費用便益分析マニュアルは，2018 年（平成 30 年）に発行されている。そこには，
費用便益分析の趣旨が次のように示されている。 
 

































































総走行時間費用：BTi＝    （Qijl×Tijl×αj ）×365 
 
ここで，BT：走行時間短縮便益（円／年） BTi：整備 iの場合の総走行時間費用（円／年） 
    Qijl：整備 iの場合のリンク lにおける車種 jの交通量（台／日） 
    Tijl：整備 iの場合のリンク lにおける車種 jの走行時間（分） 
    αj：車種 jの時間価値原単位（円／分・台） 

















総走行費用：BRi＝    （Qijl×Ll×βj ）×365 
 
ここで，BR：走行経費減少便益（円／年） BRi：整備 iの場合の総走行経費（円／年） 
    Qijl：整備 iの場合のリンク lにおける車種 jの交通量（台／日） 
    Ll：リンク lの延長（km）βj：車種 jの走行経費原単位（円／台・km） 





















    AAil：整備 iの場合のリンク lにおける交通事故の社会的損失（千円／年）(38) 
 




2 点目は時間価値原単位（α）である。時間価値原単位とは，自動車 1 台の走行時間が，
1分間短縮された場合の価値を貨幣単位で表現したものである。例えば，乗用車ならば 39.6
円，バスならば 365.96円の貨幣価値となる。 














便益 jの現在価値：BofPVj＝   
   
  ＋   ＋ 
  
ここで，BofPVj：便益 jの現在価値（円） 
s：基準年次（平成 n年）から供用開始年次（平成 n＋s年）までの年数（年） 
t：供用開始年次を 0年目とする年次（年） 















費用 jの現在価値：CofPVj＝   
    ＋  
  ＋   ＋ 
  
ここで，CofPVj：費用 jの現在価値（円） 
s：基準年次（平成 n年）から供用開始年次（平成 n＋s年）までの年数（年） 
t：供用開始年次を 0年目とする年次（年） 
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 既習知識を根拠として導き出した推論（名塩道路を開通させたことは，社会全体で得  
だった。）に対して，新たな情報（費用＝税金 1174億円）を追加する。この手立てにより，
子どもが確信をもって主張した推論を揺さぶることができる。この方法で子どもの認知的
























































































名塩道路の開通工事費用 名塩道路の維持・管理費用 総費用 
1133億円 41億円        億円 
図Ⅱ－３－26 名塩道路開通による総便益及び総費用(46) 
 





 なお，（１）では，費用と便益の比較において，費用便益比（Cost Benefit Ratio，B／C）
を用いる方法が一般的であると論じた。費用便益比は，「総便益÷総費用」で算出できる。





















益は 1577億円であり，総費用の 1174億円を上回っているから。） 
 










































1495億円 68 億円 14 億円 億円 










1133億円 41 億円 億円 
















































































1495億円 68 億円 14 億円 億円 










1133億円 41 億円 億円 
























を学ぶ』法律文化社 2003 p.9 
（２）林敏彦『改訂版 経済学入門』放送大学教育振興会 2004 p.46 
（３）猪瀬武則 須藤早苗「経済概念を形成する小学校社会科の授業構成－『そよ風島の















（９）安達智彦『素朴な疑問「金融」って何だろう？』日本実業出版社 2002 p.206 
（10）酒井泰弘「経済学におけるリスクとは」橘木俊詔 長谷部泰男 今田高俊 益永茂樹編




    ・南石晃明『農業におけるリスクと情報のマネジメント』農林統計出版 2011  
（13）表Ⅱ－３－２の作成にあたっては，次の文献を参照した。 
   ・前川寛『農家のためのリスクマネジメント』家の光協会 2007 p.47 
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（16）冬の高知県において放射冷却現象については，次のホームページを参照した。 
   ・高知地方気象台ホームページ「地勢と気象」 





   ・盛岡通「【概説】リスク学の領域と方法－リスクと賢くつきあう社会の知恵－」  
日本リスク学研究会『リスク学事典』TBSブリタニカ 2000 pp.3-6 
（19）農林水産省ホームページ 品目別経営統計「なす農業経営収支」 
   〔http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001061833 2019.8.6 最終閲覧〕 
（20）前掲（19） 
（21）図Ⅱ－３－７の作成にあたっては，次のホームページを参照した。 
   ・農畜産業振興機構ホームページ「ベジ探野菜情報総合把握システム」 
   〔http://vegetan.alic.go.jp/sch7.do 2019.8.6 最終閲覧〕 
（22）表Ⅱ－３－３の作成にあたっては，次のホームページを参照した。 
   ・農林水産省ホームページ 品目別経営統計「なす農業経営の概況」 
   〔http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001061833 2019.8.6 最終閲覧〕 
（23）需要と供給の意味については，次の文献を参照した。 
   ・「需要」金森久雄 荒憲治郎 森口親司編『経済辞典第 5版』有斐閣 2013 p.595 
   ・「供給」金森久雄 荒憲治郎 森口親司編『経済辞典第 5版』有斐閣 2013 p.236 
（24）需要主体や供給主体は，個人の場合もあれば，複数の人間が集まった組織の場合も  
ある。 
（25）成田龍一『大正デモクラシー』岩波新書 2007 p.89 
（26）表Ⅱ－３－４の作成にあたっては，次の文献を参照した。 
   ・仲村哲郎『大正デモクラシーと米騒動』歴史春秋社 2002 pp.27-28 
   ・前掲（27）p.83 
   ・阿部真琴『兵庫米騒動記』新日本出版社 1969 pp.11-12 
（27）阿部真琴は，大正時代には「米の供給と消費の間に大きな不均衡がうまれた」と，
前掲（28）『兵庫県米騒動記』p.11において述べている。 






- 131 - 
 
（30）①は「大阪朝日新聞号外 大正 7年 8月 13日」，②は「大阪毎日新聞号外 大正 7
年 8月 13日」の記事である。なお，いずれの記事も，次の資料から引用した。 
   ・「わくわく！新発見！『秘蔵なま史料』だからわかる！ほんとうの近現代史 ６．
『米騒動号外・米相場変動通知表』」鍬谷書店 2015 
（31）図Ⅱ－３－18の作成にあたっては，次の文献を参照した。 
   ・中沢弁次郎『日本米価変動史』柏書房 2001 pp.430-477 
   なお，図中に示されている米価は，桑名，近江，新潟，金沢，下関，名古屋，京都，
松山，熊本，高岡，酒田，東京，大阪の米相場の平均値である。 
（32）別資料①の作成にあっては，次の文献を参照した。 
   ・帝政ロシアの通貨事情ホームページ「シベリア出兵」 
    〔http://www.a-saida.jp/images/shuppei.htm 2019.8.6 最終閲覧〕 
   ・金谷俊一郎『金谷の日本史「なぜ」と「流れ」がわかる本 改訂版』東進ブックス
2015 p.129 
   別資料②の作成にあたっては，次の文献を参照した。 
   ・金谷俊一郎『金谷の日本史「なぜ」と「流れ」がわかる本 改訂版』東進ブックス
2015 p.129 
（33）国土交通省 道路局 都市局「費用便益分析マニュアル」2018 p.1 
   〔http://www.mlit.go.jp/road/ir/hyouka/plcy/kijun/ben-eki_h30_2.pdf 2019.8.6 
最終閲覧〕 
（34）国土交通省ホームページ「事業評価の仕組み」 











   ・国土交通省「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）」2009    
   〔http://www.mlit.go.jp/tec/hyouka/public/090601/shishin/shishin090601.pdf 
    2019.8.6 最終閲覧〕 
（41）前掲（33）p.15 
第Ⅱ章 第３節 




（44）文部科学省『平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編』東洋館出版社 2008 
p.88 
（45）石毛直道 ほか 16名『社会 6』光村図書 2017 p.157 
（46）図Ⅱ－３－２６の作成にあっては，次の資料を参照した。 
   ・近畿地方整備局事業評価監視委員会「一般国道 176号 名塩道路【再評価】」2012 
p.7 
   〔https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/ippan/zigyohyoka/ol9a8v000000di0t-att/5.pdf 
    2019.8.6 最終閲覧〕 






















































を得ていることが分かる。              【社会事象についての知識】 
〇 淡路島の農業における社会事象の因果関係を究明するために，資料から必要な情報を 
読み取ったり解釈したりすることができる。          【資料活用の技能】 
〇 資料から読み取った知識を，比較したり関連付けたりすることで，学習課題に対して 
設定した仮説を検証することができる。       【社会的な思考・判断・表現】 












































とされているため，出荷数量の 1 / 2 を指定消費地に出荷しなければ 
ならない。 
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・兵庫県南あわじ市では，レタス作りのもうけは 10a あたり 33 万円  
（売上 60 万円－費用 27 万円），たまねぎ作りのもうけは 10a あたり




















について，次のことが分かる。            【社会事象についての知識】 
 ・兵庫県南あわじ市では，レタス作りのもうけは 10a あたり 33 万円（売上 60 万円－  








































































































































































































































































































売上 38万円－費用 25万円＝もうけ 13万円 
〇レタス 
売上 60万円－費用 27万円＝もうけ 33万円 
 
第Ⅲ章 第１節 



























































































は 10a あたり 33 万円（売上 60 万円－費用
27 万円），たまねぎ作りのもうけは 10a あた























































農畜産業振興機構ホームページ「野菜情報 2013 年 6月号」









農林水産省ホームページ 品目別経営統計「たまねぎ 農業経営収支」「レタス 農業経営収支」 









農林水産省ホームページ 品目別経営統計「たまねぎ 農業経営収支」「レタス 農業経営収支」 
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【利潤】企業の総売上額からその生産ないし販売に要したすべての費用を指しい引いた残差 
表Ⅲ－１－２ 利潤概念を組み込んだ第 5時の分析結果 
【分析対象】第［４］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 






【解】兵庫県南あわじ市では，レタス作りのもうけは 10aあたり 33 万
円（売上 60 万円－費用 27 万円），たまねぎ作りのもうけは 10a あたり
13 万円（売上 38 万円－費用 25万円）で，レタス作りの方がもうかる。 
【視点１】社会事象間を，原因－結果，目的－手段，条件－状況で説明している学習課題とその解の分析 
説明の種類 ■ 原因－結果    □ 目的－手段    □ 条件－状況 
説明の内容構成 【原因】兵庫県南あわじ市では，レタス作りのもうけ
は 10aあたり 33 万円（売上 60万円－費用 27万円），























■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 


















10a あたり 33 万円（売上 60 万円－費用 27万
円），たまねぎ作りのもうけは 10aあたり 13 万


























の第 5時を，西宮市立名塩小学校第 4学年 A組 30名に実践した（2019年 3月 7日）。 
 第 5時の評価基準を，表Ⅲ－２－１に示す。 
 
表Ⅲ－２－１ 第 5時の評価基準 
A 
「B」の内容に加え，たまねぎ作りのもうけ（13 万円）とレタス作りのもうけ（33 万円）の金額






































5時を実践した 2019年 3月 7日の欠席者は，3名である。 
 
表Ⅲ－２－２ 第 5時における目標到達度の分布 
A B C 











































リスクを回避し，もうけを得ていることが分かる。   【社会事象についての知識】 
 
〇 高知県のナス作りにおける社会事象の因果関係を究明するために，資料から必要な情報
を読み取ったり解釈したりすることができる。         【資料活用の技能】 
 
〇 資料から読み取った知識を，比較したり関連付けたりすることで，学習課題に対して 
設定した仮説を検証することができる。       【社会的な思考・判断・表現】 
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売上 316万円－費用 155万円＝もうけ 161万円 
〇露地栽培 
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【利潤】企業の総売上額からその生産ないし販売に要したすべての費用を指しい引いた残差 
表Ⅳ－１－２ 利潤概念を組み込んだ第 4時の分析結果 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 




































■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 






















































































































ウス栽培と露地   栽培のもうけ（利潤）を算出する。そして，算出されたハウス栽
培と露地栽培のもうけ（利潤）を比較することにより，本時の目標に到達することがで
きるであろう。 〇ハウス栽培 
売上 316万円－費用 155万円＝もうけ 161万円 
〇露地栽培 
売上 180万円－費用 58万円＝もうけ 122万円 
 
第Ⅳ章 第１節 












































































































































1月…463円/1kg 7 月 …379円 
2月…484円   8 月 …259円 
3月…447円   9 月 …426円 
4月…392円   10 月…360円 
5月…385円   11 月…353円 
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⑤ 本時の資料 




ナス 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 
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表Ⅳ－１－３ リスク概念を組み込んだ第 5時の分析結果 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 高知県のナス作り 考案者 松浪軌道 
出典 － 
○分析対象の学習課題とその解 































■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 











































   ・高知県ホームページ「高知のすがた 2019－農産物の全国シェア－」 
   〔http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/111901/sugata-share.html 2019.11.11 最終
閲覧〕 
（２）ナスのハウス栽培の光熱費については，次のホームページを参照した。 




































 リスク概念を組み込んだ小学校産業学習「高知県のナス作り」の第 4時及び第 5時を，
西宮市立名塩小学校第 5 学年 A 組 30 名，B 組 30 名に実践した。なお，第 4 時は，2017
年 7月 13日，第 5時は 2017年 7月 14日にそれぞれ行っている。 
 第 4時の評価基準を表Ⅳ－２－１，第 5時の評価基準を表Ⅳ－２－２にそれぞれ示す。 
 
表Ⅳ－２－１ 利潤概念を組み込んだ第 4時の評価基準 
A 
「B」の内容に加え，ハウス栽培のもうけ（161 万円）とレタス作りのもうけ（122 万円）の金額









表Ⅳ－２－２ リスク概念を組み込んだ第 5時の評価基準 
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② 第 4時の量的分析と検討 
 第 4時における目標到達度の分布を，表Ⅳ－２－３に示し，量的に分析する。なお，第
4時を実践した 2017年 7月 13日の 5年 A組の欠席者は，1名である（5年 B組は欠席者
なし）。 
第Ⅳ章 第２節 
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表Ⅳ－２－３ 第 4時における目標到達度の分布 
 A B C 
5年 A組 69%（20人／29人） 24.1%（7人／29人） 6.9%（2人／29人） 
5年 B組 70%（21人／30人） 20%（6人／30人） 10%（3人／30人） 
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② 第 5時の量的分析と検討 
 第 5時における目標到達度の分布を，表Ⅳ－２－４に示し，量的に分析する。なお，第
4時を実践した 2017年 7月 14日の 5年 A組の欠席者は，1名である。また，5年 B組の
欠席者は，2名である。 
 
表Ⅳ－２－４ 第 5時における目標到達度の分布 
 A B C 
5年 A組 37.9%（11人／29人） 55.2%（16人／29人） 6.9%（2人／29人） 
5年 B組 32.1%（9人／28人） 50%（14人／28人） 17.9%（5人／28人） 
合計 35.1%（20人／57人） 52.6%（30人／57人） 12.3%（7人／57人） 
 
本時の目標に到達している「A」及び「B」を合算すると，87.7%（50人／57人）となる。
したがって，リスク概念を組み込んだ第 5時の授業過程は，社会事象の経済学的な説明を  
促すという点において，有効と判断できる。 








































が分かる。                     【社会事象についての知識】 
 
〇 大正時代の米価上昇の原因を究明するために，資料から必要な情報を読み取ったり解釈
したりすることができる。                  【資料活用の技能】 
 
〇 資料から読み取った知識を，比較したり関連付けたりすることで，学習課題に対して 
設定した仮説を検証することができる。       【社会的な思考・判断・表現】 
 










- 165 - 
表Ⅴ－１－１ 小単元「大正時代の米価上昇」の指導計画 












































































































































































































































































































































 なぜ，1917年から 1919年にかけて米の値段が急上昇したのだろう。 
 
第Ⅴ章 第１節 












































































































































































































































































































有田和正 石弘光ほか 41名『小学社会 6上』教育出版 2010.3 p.111 
 
資料２「米騒動について報じた新聞記事」 











(1)「大阪朝日新聞 号外 大正 7年 8月 13日」を加工：松浪 



































円／石 19.76 19.87 15.16 12.6 13.44 19.18 28.34 38.49 34.95 31.31 32.11 31.76 
（全国平均） 
資料３「米の値段のうつりかわり」 














〔http://www.a-saida.jp/images/shuppei.htm 2019.11.14 最終閲覧〕 
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表Ⅴ－１－２ 需要・供給理論を組み込んだ第 1時の分析結果 
【分析対象】第［６］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 




































■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 










































 需要・供給理論を組み込んだ小学校歴史学習「大正時代の米価上昇」の第 1 時を，西宮
市立名塩小学校第 6学年 A組 35名に実践した（2017年 11月 29日）。 
第 1時の評価基準を，表Ⅴ－２－１に示す。 
 















































 第 1時における目標到達度の分布を，表Ⅴ－２－２に示し，量的に分析する。 
 
表 6 第 1時における目標到達度の分布 
A B C 





































したりすることができる。                   【資料活用の技能】 
 
〇 資料から読み取った知識を，比較したり関連付けたりすることで，学習課題に対して 
設定した仮説を検証することができる。             【社会的な思考・判断・表現】 
 







便益理論を組み込んだ授業は，第 4時である。そこで，本時案は第 4時を示す。 
 
第Ⅵ章 第１節 
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表Ⅵ－１－１ 小単元「名塩道路の開発と政治の働き」の指導計画 






 ○名塩道路に関する次の 2点の知識を知る。 
 ・名塩道路（西宮市塩瀬町名塩 1.4km）を開通させるため，名塩八幡
トンネルと名塩西トンネルが建設された。 
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（４）本時案－第 4時－ 
① 本時の目標 
○ 税金を 1174 億円も使っているのに，名塩道路を開通させたことが社会全体で得だった
と言い切れる理由について，次のことが分かる。    【社会事象についての知識】 


































































































































































































































































































































































































































































































































名塩道路の開通工事費用 名塩道路の維持・管理費用 総費用 
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表Ⅵ－１－２ 費用・便益理論を組み込んだ第 4時の分析結果 
【分析対象】第［６］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 








1577 億円－1174 億円＝403 億円となり，プラスとなる。（名塩道路を
開通させたことによる総便益は 1577 億円であり，総費用の 1174 億円
を上回っている。） 
【視点１】社会事象間を，原因－結果，目的－手段，条件－状況で説明している学習課題とその解の分析 
説明の種類 ■ 原因－結果    □ 目的－手段    □ 条件－状況 
説明の内容構成 【原因】名塩道路を開通させたことによる総便益から




























■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 

















を引くと，1577 億円－1174 億円＝403 億円となり，
プラスとなる。（名塩道路を開通させたことによる 































































市立名塩小学校第 6学年 A組 35名に実践した（2018年 1月 23日）。 
第 4時の評価基準を，表Ⅵ－２－１に示す。 
 


















































 第 4時における目標到達度の分布を，表Ⅵ－２－２に示し，量的に分析する。 
 
表Ⅵ－２－２ 第 4時における目標到達度の分布 
A＋ A B 

































































 １ 教材と子どもとの近接化 
  ① 小学校段階の子どもが理解できる日常用語の使用 
  ② 子どもにとって身近な素材の選定 
  ③ 認知的不協和の誘発や知的好奇心の刺激を基にした学習課題の設定 
















 １ 利潤概念を組み込んだ小学校地域学習 
            第４学年「兵庫県南あわじ市のレタス作りとたまねぎ作り」 
 ２ リスク概念を組み込んだ小学校産業学習    第５学年「高知県のナス作り」 
 ３ 需要・供給理論を組み込んだ小学校歴史学習  第６学年「大正時代の米価上昇」 
 ４ 費用・便益理論を組み込んだ小学校公民学習  第６学年「名塩道路と政治の働き」 
終章 











 ２ リスク概念を組み込んだ小学校産業学習 



























 ・兵庫県南あわじ市では，レタス作りのもうけは 10aあたり 33万円（売上 60万円－費用 27万円），
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平成元年版小学校指導書社会編分析票 No.1 
【分析対象】［ 平成元年版小学校指導書社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成元年版小学校指導書社会編分析票 No.2 
【分析対象】［ 平成元年版小学校指導書社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 










































- 3 - 
 
平成元年版小学校指導書社会編分析票 No.3 
【分析対象】［ 平成元年版小学校指導書社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 





























■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成元年版小学校指導書社会編分析票 No.4 
【分析対象】［ 平成元年版小学校指導書社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 
































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 







































- 5 - 
 
平成元年版小学校指導書社会編分析票 No.5 
【分析対象】［ 平成元年版小学校指導書社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成元年版小学校指導書社会編分析票 No.6 
【分析対象】［ 平成元年版小学校指導書社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.1 
【分析対象】［ 平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.2 
【分析対象】［ 平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 





























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.3 
【分析対象】［ 平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.4 
【分析対象】［ 平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.5 
【分析対象】［ 平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.6 
【分析対象】［ 平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.7 
【分析対象】［ 平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 




























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
■ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.8 
【分析対象】［ 平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.1 
【分析対象】［ 平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.2 
【分析対象】［ 平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 

































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.3 
【分析対象】［ 平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
■ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.4 
【分析対象】［ 平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.5 
【分析対象】［ 平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.6 
【分析対象】［ 平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 

































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
■ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.1 
【分析対象】［ 平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 
































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.2 
【分析対象】［ 平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.3 
【分析対象】［ 平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.4 
【分析対象】［ 平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
■ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.5 
【分析対象】［ 平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.6 
【分析対象】［ 平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.7 
【分析対象】［ 平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編分析票 No.8 
【分析対象】［ 平成 29年版小学校学習指導要領解説社会編 ］ 
○ 小学校指導書社会編及び小学校学習指導要領解説社会編に示された分析対象の記述 































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
■ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.1 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 新しい工業地域－水島工業地区にある製鉄所を中心にして－ 考案者 甲津和寿 
出典 甲津和寿「社会認識過程におけるスキーマと概念形成」全国社会科教育学会『社会科   




































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
■ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.2 
【分析対象】第［５］学年     形式［□ 学習指導案 ■ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 トヨタ生産方式の秘密 考案者 小山直樹 
出典 小山直樹「小学校社会科概念探求学習の創造－『トヨタ生産方式の秘密』学習と『クロネコヤマト

































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.3 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 価格破壊のヒミツ 考案者 新山欣二 
出典 新山欣二「社会認識形成の『心理』に関する実証的研究－小学校第 5学年『価格破壊の
ヒミツ』の場合－」全国社会科教育学会『社会科研究』第 47号 1997 pp.61-70 
○分析対象の学習課題とその解 




説明の種類 ■ 原因－結果    □ 目的－手段    □ 条件－状況 
説明の内容構成 【原因】1個分の儲けを減らして 
いる。 




















▲ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.4 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 価格破壊のヒミツ 考案者 新山欣二 
出典 新山欣二「社会認識形成の『心理』に関する実証的研究－小学校第 5学年『価格破壊の
ヒミツ』の場合－」全国社会科教育学会『社会科研究』第 47号 1997 pp.61-70 
○分析対象の学習課題とその解 





説明の種類 ■ 原因－結果    □ 目的－手段    □ 条件－状況 
説明の内容構成 【原因】売るのにかかるお金を節約
する。できるだけ安く仕入れる。 


















□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.5 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 中小小売店減少問題 考案者 岡﨑誠司 
出典 岡﨑誠司「新産業分類に基づく『ネットワーク部門』の内容編成－小学校産業学習の  




























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.6 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 中小小売店減少問題 考案者 岡﨑誠司 
出典 岡﨑誠司「新産業分類に基づく『ネットワーク部門』の内容編成－小学校産業学習の  
































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.7 
【分析対象】第［４］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 わたしたちの県－広島菜をつくる－ 考案者 岡﨑誠司 
出典 岡﨑誠司「フードシステム論に基づく小学校地域学習の単元開発－4 年生単元『わたしたちの県－






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.8 
【分析対象】第［６］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 平城京と奈良の大仏 考案者 岡﨑誠司 
出典 岡﨑誠司「小学校歴史学習における『仮説吟味学習』－第 6学年単元『平城京と奈良の

































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.9 
【分析対象】第［ ］学年（記載なし）   形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 どうする!? 鹿児島のごみ処理 考案者 吉元輝幸 
出典 吉元輝幸「小学校社会科における社会的判断力の育成－社会機能の批判的考察を手がか







説明の種類 □ 原因－結果    □ 目的－手段    ■ 条件－状況 
説明の内容構成 【条件】鹿児島がごみ処理を止め，
ごみ処理屋さんに頼むことになる。 


















□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.10 
【分析対象】第［３］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 スーパーマーケットのひみつをさぐろう 考案者 佐藤章浩 
出典 佐藤章浩「小学校社会科における経済概念の形成－第 3 学年単元『スーパーマーケットのひみつを































■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.11 
【分析対象】第［４］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 黒鯛いっタイどうなるの!? 考案者 新谷和幸 
出典 新谷和幸「小学校社会科における『概念カテゴリー化学習』の授業構成－概念の名辞とカテゴリー






























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.12 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 日本の国土の広がりと領土 考案者 松岡靖 
出典 松岡靖「学習指導要領に依存した社会科授業からの改善方略－学習者の『状況』に着目した教科書メデ




























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.13 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 100円ショップのひみつをさぐろう 考案者 真加部三智也 
出典 真加部三智也「社会的事象の見方・考え方を育成する産業学習の授業」全国社会科教育




























■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.14 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 100円ショップのひみつをさぐろう 考案者 真加部三智也 
出典 真加部三智也「社会的事象の見方・考え方を育成する産業学習の授業」全国社会科教育




























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.15 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 100円ショップのひみつをさぐろう 考案者 真加部三智也 
出典 真加部三智也「社会的事象の見方・考え方を育成する産業学習の授業」全国社会科教育





























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.16 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 100円ショップのひみつをさぐろう 考案者 真加部三智也 
出典 真加部三智也「社会的事象の見方・考え方を育成する産業学習の授業」全国社会科教育


























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
■ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.17 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 日本の農業－野菜工場を事例として－ 考案者 福田裕治 
出典 福田裕治「科学的な見方・考え方を育てる小学校社会科産業学習の教育内容開発－『野菜工場』を































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.18 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 日本の農業－野菜工場を事例として－ 考案者 福田裕治 
出典 福田裕治「科学的な見方・考え方を育てる小学校社会科産業学習の教育内容開発－『野菜工場』を



























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.19 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 どっちがいいで商!? 考案者 新谷和幸 
出典 新谷和幸「社会を見つめ暮らしに生きる産業学習－多様な消費者ニーズに応えるコンビ
































■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.20 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 どっちがいいで商!? 考案者 新谷和幸 
出典 新谷和幸「社会を見つめ暮らしに生きる産業学習－多様な消費者ニーズに応えるコンビ































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.21 
【分析対象】第［３］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 商店のある町－空き店舗問題－ 考案者 岡﨑誠司 
出典 岡﨑誠司「社会変動の視点を重視した小学校地域学習の単元開発－第 3学年単元『商店のある町－



































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.22 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 観光産業 考案者 佐藤克士 
出典 佐藤克士「観光研究の成果を組み込んだ「社会科観光」の授業開発とその評価－小学校第 5学年産業








説明の種類 ■ 原因－結果    □ 目的－手段    □ 条件－状況 
























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.23 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 これからの食料生産，食料輸入のあり方 考案者 小野間正巳 
出典 小野間正巳「授業コミュニケーションの分析をとおした社会科授業評価－GTMA，会話分析，ポー




























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.24 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 新しい工業地域－水島工業地区にある製鉄所を中心にして－ 考案者 甲津和寿 
出典 甲津和寿「スキーマ理論を組み込んだ社会科授業の展開－小学校における『工業立地』


































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
■ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.25 
【分析対象】第［４］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 各地のくらし単元－沖縄－ 考案者 岡本昌浩 
出典 岡本昌浩「開発と保全の接点を探る地域経済学習－第 4 学年『開発単元』『各地のくらし単元』を




























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.26 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 わたしたちの生活と「食の安全」 考案者 齊藤昌長 
出典 齊藤昌長「『食の安全』から見た社会科授業の開発－消費者教育の視点を取り入れて－」






































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.27 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 わたしたちの生活と「食の安全」 考案者 齊藤昌長 
出典 齊藤昌長「『食の安全』から見た社会科授業の開発－消費者教育の視点を取り入れて－」





































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 





































    財・サービスの数量 
資料 
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小学校社会科先行授業分析票 No.28 
【分析対象】第［３］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 ものを売る仕事－通信販売－ 考案者 中本和彦 川田節生 
出典 中本和彦 川田節生「科学的な見方や考え方を拡大・深化させる小学校社会科の単元開発とその 
検証－小学校 3 年生単元『ものを売る仕事－通信販売－』を事例として－」社会系教科教育学会 


























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
▲ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.29 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 コンテナの発達とわたしたちのくらし 考案者 酒井喜八郎 
出典 酒井喜八郎「体験に基づく子どもの問いから始まる地域学習－筏の総合学習から社会科
『運輸業』・『林業』の授業設計へ－」社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第



























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.30 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 我が国の食料生産と私たちのくらし－松江市のキュウリづくり－ 考案者 加藤寿朗 和田倫寛 
出典 加藤寿朗 和田倫寛「子どもの社会認識発達に基づく小学校社会科授業の開発研究」 


































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.31 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 我が国の食料生産と私たちのくらし－松江市のキュウリづくり－ 考案者 加藤寿朗 和田倫寛 
出典 加藤寿朗 和田倫寛「子どもの社会認識発達に基づく小学校社会科授業の開発研究」 









説明の種類 ■ 原因－結果    □ 目的－手段    □ 条件－状況 























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.32 
【分析対象】第［６］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 石見銀山から江戸幕府を見る－江戸システムの確立－ 考案者 紙田路子 
出典 紙田路子「構造主義からの小学校社会科歴史学習の設計－『石見銀山から江戸幕府を見る
～江戸システムの確立』の授業設計－」社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第





























▲ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.33 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 自動車を作る工業 考案者 埴岡靖司 
出典 埴岡靖司「『マルチ・スケール』アプローチによる小学校社会科学習－小学校第 5 学年『工業の   
ある場所と広がり－自動車工業－』の内容開発」社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』  






































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
■ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.34 
【分析対象】第［３］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 地域の特産物 考案者 小田浩平 
出典 小田浩平「情意的立場から合理的立場への『視点』の転換による概念の獲得－小学校第 3 学年『地域


































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.35 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 野菜作りのさかんな宮崎平野 考案者 吉崎雄貴 
出典 吉崎雄貴「子どもによる知識の構造の精緻化を目指した社会科授業開発－『なぜ疑問の分割と連鎖』
































■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.36 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 野菜作りのさかんな宮崎平野 考案者 吉崎雄貴 
出典 吉崎雄貴「子どもによる知識の構造の精緻化を目指した社会科授業開発－『なぜ疑問の分割と連鎖』































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.37 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 工業生産と貿易 考案者 岡﨑誠司 
出典 岡﨑誠司「『グローバル化する社会』の理論獲得をめざす仮説吟味学習の単元開発－小学校社会科




























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.38 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 気候の特色を生かした農業 考案者 佐々木豊 
出典 佐々木豊「概念装置獲得の過程を組み込んだ小学校社会科の授業開発－第 5 学年『気候の特色を生か































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.39 
【分析対象】第［３］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 梨農家で働く人々（築西市関城地区） 考案者 佐藤克士 
出典 佐藤克士「社会空間の変容を捉えさせる小学校社会科授業開発－第 3 学年地域学習 単元『梨農家








ランド梨として 1 玉（9L）2500 円以上で販売されている。 
【視点１】社会事象間を，原因－結果，目的－手段，条件－状況で説明している学習課題とその解の分析 
























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.40 
【分析対象】第［３］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 梨農家で働く人々（築西市関城地区） 考案者 佐藤克士 
出典 佐藤克士「社会空間の変容を捉えさせる小学校社会科授業開発－第 3 学年地域学習 単元『梨農家




























□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
▲ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.41 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 情報単元 考案者 戸田征男 
出典 戸田征男「情報産業の構造を読み解く小学校『情報単元』の授業開発－『フリー』のビジネスモデル































□ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
■ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 
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小学校社会科先行授業分析票 No.42 
【分析対象】第［５］学年     形式［■ 学習指導案 □ 教授書 □ 授業記録］ 
単元名 情報単元 考案者 戸田征男 
出典 戸田征男「情報産業の構造を読み解く小学校『情報単元』の授業開発－『フリー』のビジネスモデル









説明の種類 ■ 原因－結果    □ 目的－手段    □ 条件－状況 
説明の内容構成 【原因】民法は広告主からの広告収入によって運営されて




















■ A 原因（目的，条件）に組み込まれる。 
□ B 結果（手段，状況）に組み込まれる。 
□ C 原因と結果（目的と手段，条件と状況）の双方に組み込まれる。 































原因と結果に示された記述は，経済概念【広告収入】に関する内容である。また，広告収入の意味   
から，経済学の研究成果が組み込まれた法則性をもつ内容が確認できる。したがって，社会事象を
経済学的に説明した学習課題とその解である。 
